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代表再任にあたって 

藤里町 宝昌寺住職 新川泰道 

昨年は当会結成２０周年記念フォーラム「東北で 生きていく」をはじめ、各種行事

へのご参加ご協力、誠にありがとうございました。 

 

この度の２５年度総会において代表再任との命を受け、至りませんが今後の２年間も

その任を務めさせていただくこととなりました。２０周年という節目からまた新たな一

歩を進めていくにあたり、あらためて会員皆様や関係各位のご指導ご支援を何卒よろし

くお願い申し上げます。 

思えば２年前、当会代表の任をお受けすることとなって間もなくあの震災が発生、暗

中模索の中で会員皆様のご教示とご協力をいただき、被災された方々に僅かでも“生き

る力”を取り戻していただく支えとなるよう、活動を続けさせていただきました。 

 

被災地支援活動の中で、避難所や遺体の仮安置所、また支援活動の拠点として、現地

のお寺が「人々の拠り所」となっている姿を目の当たりにしました。それには現地のご

住職やご寺族さま方による骨身を削っての不断のご尽力と、悲しみや苦しみを抱えた壇

信徒や地域の方々に寄り添う温かい目配り・気配り、また震災以前から醸成されていた

であろう地域とお寺の密接な関係があればこそでした。 

今号の各種活動報告にもありますように、仮設住宅入居者やかろうじて自宅が無事だ

った被災者の分け隔てなく、気軽に集まり憩いの場として、お寺が大きな役割を果たし

ていることを、ここ数回の活動の中でも強く感じさせられました。 

 

それは代表就任の際、ビハーラの語源でもある「安らぎ」「息ぬき」の場となり得る

ために、今こそあえて「お寺に還ろう！」というコンセプトで今後の方向性を考えてい

る、との所信を述べたことに相通じるものを、今あらためて感じています。この２年間

の貴重な教訓を、今後の当会の活動や個々の寺院のあり方に少しでも反映していけるよ

う、精進して参りたいと存じます。 

 

今後とも皆様のお力添えを、何卒よろしくお願い申し上げます。    合掌 
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平成 25 年 2 月 28 日、鷹巣中央公民館にて平成 25年度総会が行われました。 

佐々木賢龍住職（北秋田市阿仁 耕田寺住職）の議事進行のもと、昨年度事業・会計報告また

今年度事業計画・予算が審議され、承認されました。また、役員改選も下記の通り行われまし

た。 

 

～ 新 役 員 の 紹 介 ～ 

代 表 新川 泰道 藤 里 町  宝昌寺 

副  代  表 中島美枝子 北秋田市 

事 務 局 長 佐藤 善廣 大 館 市  本宮寺 

会   計 栗谷 大三 北秋田市  福厳寺 

リ ポ ー ト 担 当 富樫 善明 能 代 市 

ウ ェ ブ 担 当 山田 俊哉 能 代 市  倫勝寺 

事 務 局 次 長 佐々木孝洋 三 種 町  見性寺 

事 務 局 員 
奥山 一英 

清水 道広 

北秋田市  福寿寺 

北秋田市  正法院 

会 計 監 査  
小坂 和子 

長岐 正志 

北秋田市 

北秋田市 

顧   問 袴田 俊英 藤 里 町  月宗寺 
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平成24年1月１日～12月31日

月 日 行 事 講 師 ・ 担 当 者 会 場 備 考

1 17,18 ボランティアバス 岩手県大槌町、山田町 第７回

23 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

27 事務局会 ZEPPET（能代市）

2 10 平成２４年度総会 北秋田市中央公民館

24 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

27 事務局会 善光寺（能代市）

27 リポート６５号発行 富樫　善明

3 5 ビハーラカフェ 上町ほっとステーション（能代市） エコキャンドル作り

6 ビハーラカフェ まちなかトーブ（北秋田市） エコキャンドル作り

10,11 東日本大震災　追悼行事参加 岩手県大槌町、釜石市、山田町

29 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

4 11 ニコニコ苑法話会（以降第２火曜日） 泰道・賢翁・俊哉 ニコニコ苑(秋田市) 法話：長楽寺

18 事務局会 シャトー赤坂(能代市)

5 8 ニコニコ苑法話会 佐藤　俊晃 ニコニコ苑(秋田市)

23 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

25 事務局会 倫勝寺 (能代市)

6 20 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

23 事務局会 R-fact (能代市)

7 5 ボランティアバス 福島県南相馬市 第８回

10 ニコニコ苑法話会 柴田　和明 ニコニコ苑(秋田市) 法話：光久寺

19 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

29-31
白神ぶなっこ教室・夏の学校withふくしま
KIDS

白神ぶなっこ教室（藤里町）

30 ビハーラセミナー「福島に学ぶ」 久間 泰弘 白神ぶなっこ教室（藤里町） 第１回

8 23 フォーラム実行委員会 梅林寺（能代市）

9 6 ビハーラセミナー「福島に学ぶ」 秋 央文 龍泉寺（北秋田市） 第２回

14 フォーラム実行委員会 倫勝寺 (能代市)

20 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

10 2 フォーラム実行委員会 能代市中央公民館

9 ニコニコ苑法話会 三浦　賢翁 ニコニコ苑(秋田市)

22 ホスピス法話会 三浦　賢翁 外旭川病院(秋田市)

28 ２０周年記念フォーラム 能代市文化会館

11 13 ニコニコ苑法話会 新川　泰道 ニコニコ苑(秋田市)

15 事務局会 倫勝寺 (能代市)

15 リポート６６号発行 富樫　善明

19 ボランティアバス 岩手県大槌町 第９回

21 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

12 11 ニコニコ苑法話会 三浦　賢翁 ニコニコ苑(秋田市)

19 ホスピス法話会 袴田　俊英 外旭川病院(秋田市)

19 事務局会 ミキ寿司 (能代市)

セミナー、公開行事、研修旅行

リポート発行

施設法話会

　　ボランティア関連

平成２４年度　ビハーラ秋田　年間活動報告
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収入の部 単位：円

24年度予算 24年度決算 増 減 備 考

239,409 239,409 0

160,000 132,000 △ 28,000 2,000×66、含過年度分

50,000 363,139 313,139
龍泉寺様、長慶寺様、
曹洞宗秋田県宗務所様、
山田様、富樫様他多数

10,000 43 △ 9,957 利子等

459,409 734,591 275,182

支出の部 単位：円

24年度予算 24年度決算 増 減 備 考

Ⅰ 事業費 320,000 418,260 98,260

１, 公開講座運営費 140,000 100,000 △ 40,000 20周年記念事業

a 講師関係 100,000 100,000 0

b 会場費等 40,000 0 △ 40,000

２, セミナー運営費 70,000 106,700 36,700

a 講師関係 50,000 96,700 46,700 謝礼、交通費、宿泊費

b 会場費等 20,000 10,000 △ 10,000

３, リポート作成費 30,000 39,550 9,550

a 編集手当て 10,000 10,000 0 5,000×２回

b 講演録リライタ 15,000 29,550 14,550 20周年記念号印刷費

c 用紙等 5,000 0 △ 5,000

４, 臨時事業費 80,000 172,010 92,010

a 震災復興支援 80,000 172,010 92,010
ぶなっ子教室補助、
一周忌法要関連経費

Ⅱ 事務費 110,000 96,933 △ 13,067

１, 通信費 80,000 72,079 △ 7,921
各種通信費、振替手数料、
HPｻｰﾊﾞ

２, 会議費 20,000 16,081 △ 3,919 総会、事務局会室料等

３, 事務用品･消耗品 10,000 8,773 △ 1,227

Ⅲ 雑　費 5,000 0 △ 5,000

Ⅳ 予備費 24,409 0 △ 24,409

459,409 515,193 55,784

734,591 円

515,193 円

219,398 円

次年度会計に繰越

平成24年度　ビハーラ秋田収支決算書

平成24年1月１日～12月31日

項 目

1, 繰越金

2, 年会費

3, 寄付金・協賛金

支出合計

残　金

4, 雑収入

合 計

項 目

一括してフォーラム会計へ

合 計

収入合計
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収入の部 単位：円

決 算 額

前売券 645,000 1,000 円× 645 枚

当日券 48,000 1,200 円× 40 枚

小 計 693,000 685 枚

２， 100,000 ビハーラ一般会計より

３， 170,000

963,000

支出の部 単位：円

決 算 額

謝礼 300,000 講師

交通費 62,000 講師、パネリスト、他高速代

宿泊費等 27,397 講師宿泊費、パネリスト・スタッフ昼食代等

その他 6,290 花束、タクシー代等

小 計 395,687

文化会館使用料等 133,710 ホール・設備使用料等

設営費 33,600 横幕、垂れ幕

小 計 167,310

ポスター等 60,760 チラシ、ポスター、チケット

当日配布物など 32,350 パンフレット、配布物用封筒

広告費 33,600 北羽新報

小 計 126,710

通信費 43,640 趣意書・各種案内発送等

会議費 53,744 会議室使用料、飲物代等

事務用品･消耗品 13,992 用紙、インクカートリッジ等

小 計 111,376

５， 11,374 チケット販売委託手数料、テープ他

812,457

収入合計 963,000 円

支出合計 812,457 円

差引残高 150,543 円

他募金9,049円、あわせて159,592円をたまきはる福島基金へ寄付させていただきました。

雑 費

合 計

２，
会
場

関
連
経
費

３，

印
刷
経
費

４，

事

務

費

協賛金・寄付金
曹洞宗秋田県第9教区様、能代仏教会様、
秋田県曹洞宗青年会様他

合 計

項 目 備 考

１，

講
師
･
出
演
者

関
連
経
費

ビハーラ秋田結成20周年記念フォーラム　収支決算書

項 目 備 考

１，

チ
ケ

ッ
ト

収
入

自己資金
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平成25年1月１日～12月31日

月 日 行 事 講 師 ・ 担 当 者 会 場 備 考

1 22 事務局会・会計監査 高橋宅（能代市）

2 10 ボランティアバス 岩手県大槌町 第10回

23 ビハーラセミナー 富樫　善明 北秋田市中央公民館

23 平成25年度総会 北秋田市中央公民館

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

3 ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

4 9 ニコニコ苑法話会 渡邊　紫山 ニコニコ苑(秋田市)

18 事務局会 倫勝寺（能代市）

18 リポート67号発行 富樫　善明

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

5 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

被災地支援活動

6 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

ビハーラセミナー

7 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

9 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

被災地支援活動

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

10 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

公開講座

リポート68号発行 富樫　善明

11 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

被災地支援活動

ビハーラセミナー

12 ニコニコ苑法話会 ニコニコ苑(秋田市)

ホスピス法話会 外旭川病院(秋田市)

※事務局会は必要に応じて随時
セミナー、公開講座、研修旅行

リポート発行

施設法話会

　　ボランティア関連

平成25年度　ビハーラ秋田　年間活動計画
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収入の部 単位：円

前年度予算 今年度予算 増 減 備 考

239,409 219,398 △ 20,011

160,000 160,000 0

50,000 60,000 10,000

10,000 10,000 0 利子等

459,409 449,398 △ 10,011

支出の部 単位：円

前年度予算 今年度予算 増 減 備 考

Ⅰ 事業費 320,000 310,000 △ 10,000

１, 公開講座運営費 140,000 130,000 △ 10,000

a 講師関係 100,000 100,000 0 謝礼、交通費等

b 会場費等 40,000 30,000 △ 10,000

２, セミナー運営費 70,000 70,000 0

a 講師関係 50,000 50,000 0 謝礼、交通費等

b 会場費等 20,000 20,000 0

３, リポート作成費 30,000 30,000 0

a 編集手当て 10,000 10,000 0 5,000×２回

b 講演録リライタ 15,000 15,000 0 1回分

c 用紙等 5,000 5,000 0

４, 臨時事業費 80,000 80,000 0

a 震災復興支援 80,000 80,000 0 復興支援活動経費

Ⅱ 事務費 110,000 110,000 0

１, 通信費 80,000 80,000 0
各種通信費、振替手数料、
HPｻｰﾊﾞ

２, 会議費 20,000 20,000 0 総会、事務局会等室料

３, 事務用品･消耗品 10,000 10,000 0

Ⅲ 雑　費 5,000 5,000 0

Ⅳ 予備費 24,409 24,398 △ 11

459,409 449,398 △ 10,011

449,398 円

449,398 円

0 円残　金

4, 雑収入

合 計

項 目

合 計

収入合計

支出合計

平成25年度　ビハーラ秋田収支予算書

平成25年1月１日～12月31日

項 目

1, 繰越金

2, 年会費

3, 寄付金・協賛金
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平成 25年 2月 28 日、総会に先立ちビハーラセミナーが開催され、20名が参加し

ました。講師には、日本赤十字社秋田支部から、支部職員の碇谷俊郎さん、救急法指導

員の富樫善明さん（ビハーラ秋田会員）を迎え、赤十字救急法（心肺蘇生法と AED）

の実技講習が行われました。参加者一同、講師さんに沢山質問をしながら、熱心に講習

をうけました。 

 いざという時！ 

それは災害時や日常におい

て突然やってきます。その際、

人としてどう正しく対応で

きるのかを考えるよい機会

となりました。 

「何もできないかもしれな

いけれども、こうして寄り添

った姿勢で手を添えてあげ

ることはできそう・・・」 

「どうしましたか？ 大丈夫ですか？ 大丈夫ですか？」 

 

二人一組となり、お互い

救助者・傷病者の役になり

ました。倒れている人を発

見したその時からの手順を

学びました。 

「実際に傷病者役になっ

てみると、助けられる人が

どんな気持ちになるのかわ

かった気がする・・・」 

http://vihara.main.jp/wp/wp-content/uploads/2012/08/dsc_9121.jpg
http://vihara.main.jp/wp/wp-content/uploads/2012/08/1209062.jpg
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「AED」の使い方についても、

トレーニング用機材を用いて、

実際の使用方法を練習しまし

た。このような講習は一度は

やったことのある人が多いも

のの、見るだけで触ったこと

が無かったり、また忘れてし

まっていたりで、なかなか身

に付いていないものです。 

 

「AED」とは？ 

Automated 

External 

Defibrillator   

（自動体外式除細動器） 

の略称です。 

電源を入れて、機器の音声指

示に従うことにより、機器のコ

ンピューターが自動で心電図

を解析して、電気ショック（除細動）の要否を音声で知らせ、心筋梗塞の際など必要な場合に

は、電気ショックにより、心臓のけいれん（心室細動）を止め、救命につなげる機器です。 

 

なお、多くの公共施設には、AED の案内

板が掲げられ、機器本体が設置されてい

ます。普段見かける方も多いと思います

が、いざという場合に備えて、近くのどこ

にAEDがあるのかを確認しておくことも、

ひとりでも多くの命を救えるきっかけとな

ります。 
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 第 10回 ボランティアバス 

  （平成 25年 2月 10日  大槌町吉里吉里 吉祥寺）  参加会員 7名 

 

 NPO 法人蜘蛛の糸の主催の「いのちの

総合相談会」に合わせ、その運営補佐と

行茶活動を行いました。今回は、外部か

らの支援が仮設住宅に向きがちで、かろ

うじて自宅が無事だったものの、家族や

仕事を失った被災者への支援が乏しいと

の声もあり、あえて「お寺を会場に」行

われました。 

最初に花巻からの音楽療法ボランティ

アグループによる歌と手や指を使ったレ

クレーションが行われ、その後、秋田か

ら持参したバター餅や麦巻や大館アメッ

コ市で購入したアメをお茶請けに、お茶

やコーヒーを提供しました。 

和やかな会話の中には込み入った内容

の相談もあり、必要に応じて別室で個別

対応（二重ローン、住民間格差、土地登

記、 家族間の問題など）が行われました。 

また、リンパマッサージやハンドマッ

サージ等のメニューも来場者との交流に

効果を奏していました。 

 

今回の来場者には、自宅手前まで津波

が来襲し住居は無事だったが娘さんが今

なお行方不明という方もいらっしゃいま

した。「あなたは家が無事だったから…

と言われ、辛い思いを吐き出す場がなか

った…仮設の人も自宅に住んでる人も、

いっしょに参加できる機会があってよか

った」とのこと。震災から２年近く経っ

た現在の葛藤が改めて感じられ、深い悲

しみを背負いながら耐えている方の声を

耳にし、「このような場」がまだまだ必

要なのではと考えさせられました 
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―今日はお疲れのところ申し訳ありません。 

お寺の近況はいかがですか。 

 

 今日はさっきまで主に震災で亡くなった方

の三回忌供養で１３件の法事。町を離れた檀

家さんが多く、遠方から来られる方の事情もあ

って、法事が以前にも増して土日に集中するよ

うになった。 

 今は一部とはいえ「お寺の再建計画があるな

ら、十万や二十万円は出すよ」という声もある。

８割の檀家さんが仮設暮らしや町を離れている

中で、寄付を募れる状態ではないが、三回忌が

終わったら総代会で提案してみたいと思ってい

る。その総代会も新役員さんの住所が定まらず、

なかなか開けないでいるんだが…。 

 盛り土の計画も２～３ｍかさ上げというが、

その１ｍの違いで斜面に立っているお墓の移

転・撤去の範囲も変わってくる。２ｍでも３

ｍでも早く決めてほしい。津波で倒壊した墓石

は、二年近く経っても修復・移転が決められな

い。 うちの墓地は公葬地の登録をしていた

ので、避難道の整備など一定の条件をクリア

すれば、公的資金も加えての再建も可能性が

見えてきたが、とにかく盛り土の計画が早く

進展してくれれば。 

 

―先日の「きりたんぽ鍋交流会」（１１月に実施）

では、何かとご面倒おかけしました。 

  

みんな「おいしかった」と言って喜んでいた。

今はこの周辺に住んでいる人は少ないので、平

日の日中にどれだけ来てくれるか不安だったが、

思いのほか早く品切れになってしまって残念だ

ったけど。 

「きりたんぽ鍋交流会」 

 

 

―次回はたっぷり材料を用意してきます（苦笑）。

外部からの支援が仮設住宅に向きがちで、かろ

うじて自宅が無事でも家族や仕事を失った方々

が支援から取り残されているとの声を受けて、

仮設・自宅双方の方も共に集える機会をあえて

お寺を会場に、という主旨でこの交流会を企画

させていただいたのですが…。 

 

被災地のお寺はいま ～岩手県大槌町・江岸寺様に聞く～ 

  この度の震災で津波の直撃を受け、更に火災が発生しお寺は全焼、お師匠様と大学生の

息子さんを亡くされるという悲劇に見舞われた大槌町・江岸寺様には、震災発生以来、度々

おじゃまさせていただきました。お寺の再建、町の復興に向けてまだまだ厳しい壁が立ちは

だかる現状をお聴きしました。       （平成 25 年 2 月 10 日 聞き手：新川泰道） 
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 家が残っても大規模半壊だったりすると、全

壊より厄介な場合も多い。震災直後の避難所の

頃から、「あなたは家が無事だから」と支援物資

を受け取れなかった人も大勢いた。当時からの

しこりというか、自宅避難者が我慢してきた部

分は大きいのではないか。家族を亡くした人は

なおさらだ。 

 そういう意味で、お寺がそのはけ口に一役買

って憩いの場になれたのは、時期的にもいい機

会になったんじゃないかな。 

 

―ありがとうございます。 最近の町の様子は

いかがですか？ 

 

 復興公営住宅の建設が始まっているが、まだ

まだ用地が不足。公営住宅用に自分の土地を手

放しても、現状では優遇されない。土地の所有

者に住居が優先的に割り当てられるような仕組

みがあったら、公営住宅の用地取得も進むと思

うんだが…。「元の町に戻りたい」「高台に移転

したい」という声は半々ではないか。現実問題

として、三分の二の土地では再建不可。「まずは

防潮堤建設」という行政の立場は変わらないか

ら、次の段階の盛り土の計画も遅々として進ま

ない。 

 

―土地絡みの問題でいうと、全国ニュースにも

なった残念な出来事がありました（関西から大

槌町役場への出向職員が今年 1月に自死）。 

 

 区画整理などの用地交渉という困難な任務を、

宮古市から一時間かけての通勤、残業も多く慣

れない環境の中で真面目にこなしていた職員だ

ったそうだ。土地の交渉にまつわる仕事は、県

外からの応援職員にとっては何かときつかった

んだろう。かといって、地元職員もやりづらい

厄介な任務だ。今回の件は残念というしかない。 

「震災による火災で溶けた梵鐘」 

 

 

―もうすぐ三回忌となる３．１１がやってき

ます。 

 

 今日のように個別の法事ももちろん多いが、

やはり３．１１は特別な日、合同慰霊法要を

予定している。（震災による火災で焼失した）

梵鐘を寄進してもらうことになって、その日

は撞き初めを町内でも行う。鐘の音は「追悼・

鎮魂」のイメージが強いが、「希望」の象徴に

もなってほしい。 三回忌法要に合わせて、

貴重な蒔絵の香合など多くの支援をいただい

ている。できればまた昨年のように、多くの

和尚さん達に随喜してもらえればありがたい。 

 

―お師匠様と息子さんにとっての三回忌でも

ありますが…。 

 

 （僧侶・在家の別なく）檀家さん達と一緒

に供養してもらおうかな。この日に、多くの
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和尚さん達に供養してもらえればありがたい

しね。いつか本堂の落慶と合わせて、本葬を

したいと思っている。 

 

 ―近県の私達に向けてメッセージを。 

 

よくマスコミが震災のことを「忘れない」っ

て言うけど、当事者の我々からすれば「忘れ

たくても忘れられない」毎日なのが現実。 

「思い出す」ってことは、ある意味で「忘れ

られる」心境になっているからできること。

すべてを忘れ去ることは無理だが、一時でも

震災を忘れられるようになれば、一歩前進な

のかなとも思う。 矛盾しているようだが、

そんな我々の心境を酌み取ってもらったうえ

で、多くの方々に震災のことを「忘れない」

でいてほしい。 

 

 

「江岸寺様裏手の高台から街並を臨む」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「漁港にて 慰霊法要 」 

東日本大震災 三回忌慰霊法要 

～岩手県大槌町にて～ 

 上記のインタビューの後、３月１１日に「東日本大震災」で犠牲となられた方々を追悼

する三回忌法要が江岸寺様や町内各所にても行われ、新調された梵鐘のお披露目を兼ねた

撞き初めが行われました。当会会員も多数参列してまいりました。 
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「江岸寺御住職 海に向かい梵鐘を撞く」       「梵鐘を参列者全員が撞く」 

「江岸寺にて慰霊法要全景」          「大槌町 慰霊行脚」 

 

 

 

 お寺へＡＥＤ設置のご案内

先日のセミナーを受けて、奈良医院の院長先生から「これか

らはお寺にもＡＥＤを設置してみては？」とのご提案をいただ

き、その後「日本光電」という会社からの見積書をいただきま

した。本体価格４１万円のところ、ビハーラ会員の御寺院には

特別に２０万円（バッテリーパック、キャリングバッグ等一式）

で提供可能（１０ヶ寺以上まとまっての申込なら更なる値引き

も検討）。 

ＡＥＤ設置をご考慮されている方は、この機会にお申し込み

ください。（問い合わせ先は、新川まで。）       日本光電 カルジオライフ AED-2100 
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各 地 区 事 務 局 

能代地区 山田 俊哉 0185-58-2302（倫勝寺） 

藤里地区 新川 泰道 0185-79-1522（宝昌寺） 

二ツ井地区 木村 高寛 0185-73-2755（梅林寺） 

鷹巣地区 佐藤 俊晃 0186-66-2032（龍泉寺） 

大館地区 佐藤 善廣 0186-49-5173（本宮寺） 

森吉地区 奥山 亮修 0186-72-4143（龍淵寺） 

阿仁地区 今井 典夫 0186-82-2418（善勝寺） 

上小阿仁地区 保坂 康雄 0186-77-2750（福昌寺） 

合川地区 亀谷 隆道 0186-78-2344（太平寺） 

 

 

 

 

 

       随時入会できます。各事務局までご連絡ください。 

        ビハーラリポートや各種ご案内を送付します。 

            年 会 費     2,000 円  

            郵便振替    02580-5-50937 

事務局から 

今年度の会費について、振込用紙を同封いたしますので、会費納入をよろし

くお願いいたします。 
 
また、皆様からのご意見・ご感想、情報・案内などお待ちしております。 

 
 
ビハーラ秋田 事務局（大館市 本宮寺内） 

  〒018-5752 大館市本宮字熊の下 14  電話 0186-49-5173 
E メール vihara@jt.main.jp http://vihara.main.jp/  

 

【編集後記】 第 10 回ボランティアバスに参加してみて、2 年前と変わらない荒涼と

した風景の中で過ごす方々を見ていると、人の存在とはかすかな光を持っていて、これ

に集いながら生かされ前に進むのではないかと感じさせられました。富樫善明 

mailto:vihara@jt.main.jp

